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本書は、日本における敬語の起源と意義－原理について学問的に考案した、世界で初めての研究の集大
成である。日本の敬語は最古の文献である記紀にすでに豊富な使用例があり、敬語の出発点は文献以前に遡
る。その原初を筆者は日本人の宗教観と遠隔表現のしかたに見る。
日本は自然を神として畏怖する原ユーラシアの多神教的宗教観を、現代まで保持し続ける世界でも稀な国
である。日本の自然は、平素は穏やかで美しく実り豊かだが、数年ごとに各地で大災害を引き起こし、日本
人にとって賛美し畏怖すべき親のような存在であった。自然の圧倒的な力の前には人間はまったく無力であ
ったから、日本人は自然を凌駕したり改造したりする意欲を持たず、死者は自然に帰って神の仲間入りをす
るから、日本人の宗教は基本的には先祖崇拝であり、先祖の秩序を乱すことを忌んだ。
日本語においては音を延ばすと遠くへ伝達する表現になる。「おい」と「おーい」の例でもわかるように、
これは現代でも連綿と行われており、原始時代においてはこの遠隔表現がり夕（和歌の原型）であった。日
本人の世界認識はウチ・ソトで、ウチは自分を中心とするごく親しい人間、ソトはそれ以外の森羅万象で自
然も含まれる。原日本人はウチへの伝達には普通の言葉を使い、ソトに対しては音を延ばして言うり夕を使
った。日本に上下の階級秩序が発生すると、このソトに対する言葉遣いは、上位者に対しても使われるよう
になり、また上位者から下位者への返事にも使われるようになった。
日本の上位者は自然の持つ三徳（寛容・鷹揚・寡欲）を要求されたため、下位者がウ夕によって訴える願
いやお詫びを寛容に聞き入れ、上下の交流はり夕の交換によって行われてきた。り夕が五七五などのリズム
や掛詞などの修辞技巧を凝らし、歌となって芸術への舵を切ったとき、日常の訴えのための待遇表現が必要
となり、それが敬語となったのである。この敬語は日本独特で、上下の階級間の橋渡しとなる意義をもって
おり、筆者は「階級遵守語」と命名する。
日本の歴史を通覧すると、下位者が階級遵守語を使って上位者にお願いやお詫びをすれば上位者は寛容に
これを聞き届け、両者一体となって社会を担っていく意識を持ち続けてきたことが瞭然となる。そのため、
前近代の日本においては、身分階級秩序が世襲で交替できないにもかかわらず、革命やクーデターがほとん
どなく、しかも上下の交流が活発に行われて抑圧社会とはならなかった。敬語があったからこそ、かえって
言いたいことが言えたのである。
だが、このような社会運営に不可欠な敬語システムは、明治維新によって崩壊した。それは明治新政府の
権力者が生まれついての上位者ではなかったため、三徳を持ち合わせず狭量に下位者を抑圧し、しかも富を
独占する強欲に走ったからである。下位者もまた我が身大事の臆病者となり、前近代の下位者の持っていた
社会運営の当事者たる覚悟も勇気も、上位者を階級遵守語によって操る言語技術さえも失ってしまった。
一方、欧米では上下の階級間はコミュニケーションがなく断絶していたが、同じ階級どうしの対等な社会
人の間で用いられるエチケットとしての敬語は、相互尊重に基づくその場の円滑な人間関係構築に寄与して
いた。日本では平安貴族や武士階級間で用いられ、筆者はこれを「礼儀語」と命名する。しかし、日本の大
多数の国民の間では、ウチは親しいから無敬語でコミュニケーションし、敬語といえばソト（上位者）に懇
願・依頼する階級遵守語だけで、対等なよく知らない他人との間で使う礼儀語が発達する余地はなかった。
明治維新以後の悪しき上下の意識変化と階級遵守語の効果の薄れ、そして伝統的な礼儀語不足が現代日本
の閉塞状況を生み出し、さまざまな社会問題の原因となっている。これらの解決の糸口は、敬語の原理を再
認識し、階級遵守語を復権し、礼儀語を浸透させることによって兄いだされるであろう。
要点は、大人（親・上司）になるための教育と、自立した社会人になるための教育である。前者が正しく
行われれば、組織が有効に機能し腐敗と無縁でいられ、部下の希望やアイディアが適切に採用されて利益も
生み出され、しかも現場に手厚く待遇されて国民が豊かになり、組織は世界に確固たる地位を築くことがで
きるだろう。健全な日本の組織は階級遵守語で作るのである。また後者が正しく行われれば、会社や組織を
離れて街に出たとき、年齢・性別・地位に関係なく互いに対等な社会人として、相互尊重の精神で和やかな
会話や挨拶を交わし合えるだろう。潤いのある日本の社会は礼儀語が作るのである。
このように、日本の社会は敬語のあり方とそれを実践に移す教育が担っているのである。敬語の原理を考
究し実践に移すことが、日本の未来のあるべき方向を示すと考える所以である。
本書は、序説・総論第一部・総論第二部・各論第一部・各論第二部・付録から成る。
序説では、筆者が敬語の働きについて興味を持つきっかけとなった幼少時の体験から説き起こし、現代社
会の諸問題を解決する鍵を敬語が握っていると確信した、いわば本書の前提が述べられる0
総論第一部では、日本人の宗教感情から敬語以前の待遇表現であるり夕、そして日本独特の敬語である階
級遵守語の原理を日本の歴史を通覧しながら実証する0
総論第二部では、現代の待遇表現の構造と方法を確認したのち、明治維新以降の現代日本社会がどのよう
にそれまでと変わってしまったか、そしてそれにはどうしたらよいか、敬語と日本の未来像はどのようにあ
るべきかを考察する。
各論第一部では、現代の待遇表現の基本原則と特徴的な現象等について述べる0
各論第二部では、現代の待遇表現の種類として、敬語に用いられる個別の文法表現や挨拶行動での待遇表
現を具体的に解説する。
付録は、注及び参考文献、日本文化の特徴が表れている敬語関連の用語集、索引である0特に敬語関連の
用語集には、筆者の敬語の理論を適用しなければ説明できない「日本文化に独特の言葉や考え」が具体的に
解説されており、外国人の日本理解にとっても有用なものである0
